
小規模多機能型居宅介護「サービス評価」 総括表 
 

法人名 株式会社 ENTOWA 代表者 副島 孝嗣 

 

法人・ 

事業所 

の特徴 

利用者お一人お一人が、社会・地域の中の一員という事を実感していただけるように、

人と人、そして地域との関りを大切にしております。 

地域の方が気軽に足を運ぶ事のできる事業運営を行い、ぬくもりを感じられる事業所を

目指していきます。 
事業所名 エフ・ステージ桜馬場 管理者 藤原 祥一朗 

 

出席者 
市町村職員 知見を有するもの 地域住民・地域団体 利用者 利用者家族 地域包括支援ｾﾝﾀｰ 近隣事業所 事業所職員 その他 合計 

人 人 2 人 人 人 1 人 人 2 人 人 5 人 
 

項  目 前回の改善計画 前回の改善計画に対する取組み・結果 意見 今回の改善計画 

Ａ．事業所自己評価の 

確認 

カンファレンスの時間を短縮し、

午後の余暇活動の時間にあてる。 

カンファレンスの時間は内容に

より、長くなることもあったが、

概ね 30 分以内で終了している。 

午後に活動予定がある場合は、早

めに切り上げることを意識して

いた。 

利用者様とかかわる時間を増や

そうと努力しているのは分かっ

た。ただ、事業所内のことは把握

できないことも多く、どこまで実

践できていたのかはよく分から

なかった。 

カンファレンスの際に情報共有

だけではなく、余暇活動の充実に

向けた検討も行なう。 

Ｂ．事業所の 

しつらえ・環境 

生活空間に花を飾ったり、季節に

合わせた装飾を行なったり季節

感を感じられるようにする。 

室内に花を飾ったり、席札のイラ

ストを季節に合わせたものに変

更したりしていた。 

またイベントに合わせた飾りつ

けも行なっていた。 

送迎の時に車外の風景を会話の

中で伝えるようにしても良いの

ではと感じた。 

日中施錠はしていないとのこと

だが、一人で外に出ようとされる

方もいるとのことなので、見守り

には注意が必要だと思う。 

定期的に外出活動（買物や散策）

を行ない、地域の方や他利用者様

と触れ合う機会を設ける。 

Ｃ．事業所と地域の 

かかわり 

地域資源を活用し、利用者様と地

域とのかかわりを増やしていく。 

買物活動を実施していたが、一部

の利用者様しか実施できなかっ

た。地域の方と利用者様が定期的

に触れ合う機会を作ることはで

きなかった。 

地域と積極的なかかわりは持て

ていないとのことだが、利用者様

からの口コミで知られることも

あるとのこと。 

そういった点も大切にしていく

ことが、地域に知られる良いきっ

かけとなるのではと感じた。 

所長以外の職員も地域や関係機

関と顔なじみの関係になれるよ

う行事や会合へ参加する。 

Ｄ．地域に出向いて 

本人の暮らしを 

支える取組み 

毎月活動の担当職員を決めて計

画的な活動、イベントを行なう。 

おやつレクや季節ごとの行事を

実行することはできたが、新しい

イベントを企画することはでき

なかった。また、地域のイベント

に出向くこともできなかった。 

民生委員として地域の中で気に

なる方はいるがどこまでかかわ

れば良いかの判断が難しい。ま

た、包括支援センターに繋げよう

としても本人が拒否されること

もある。 

そういった際に事業所として協

力してもらえたらと思う。 

自治会や運営推進会議の場で地

域の中で困っている方がいない

か情報収集を行なう。 



Ｅ．運営推進会議を 

活かした取組み 

運営推進会議への外部からの参

加者を増やす。 

事業所関係者以外での参加者は

自治会関係者の方と包括支援セ

ンターの方のみだった。利用者様

やご家族の参加はあったが、それ

も限られた方だった。 

他地区の民生委員でも介護保険

についての知識がない方がいる。 

他地区の民生委員にも運営推進

会議に参加してもらい、介護保険

についての理解を深める場とし

ても良いのではないかと思う。 

これまで参加されていない関係

機関にも声掛けを行ない、参加者

を増やす。 

Ｆ．事業所の 

防災・災害対策 

消防訓練の際は地域の方に、見

学・参加をしてもらう。 

地域の方の見学/参加を促すこと

はできなかった。 

地域での防災訓練は今現在実施

していない。 

今後何かあれば、事業所として協

力をお願いすることも出てくる

かもしれない。 

地域の方や近隣の事業所に声を

掛け、消防訓練の見学や参加をお

願いする。 

  


